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達する気運に乗 じていたと申しますか,此処が発達すると同時に各地でもずんずん進んでいます｡此処の研究所では

色 々進んで新 しい術式を以って患者の冶癖に当るとい う重大任務 と,新 しい有効な外科的治療を開拓して居 ります｡

血清細菌部門L/7:おきましては (令,お話 しにな りました猿に)結核菌の本態に就きまして新 しい誼を樹て結核病学外

の大ゼンセイシヨンを起 したとい う事は皆さん方の御 承知の通 りであります｡又生化学部門に於きましては,今迄化

学を結核LJ{持込んで来るとい う事は柵 々遠去かった傾きであ りますが,ここでは率先して,北学を結核に取込んでい

る｡'叉賠衆新しい面が開拓される迄,一彦-渉大きな期待を以て見て屠 りますO これは,10牛や20年では覚つかない

かも知れませんが'今までに発表されたる所でも.相当突っ込んだ研迄.行ってお り,清爽有望なものであ ります｡そ
l

れで六つ済んで,もう一つは,これは足掛け 3年前から始まった病理であ ります O 勿論病華_qi部門が開J好豆氏朝に推かっ

たとい う革は不思議な位いであ りまして,何処に於きましても病理が第一線に立って屠るべき筈でありましたOけれ

ども開設の初めには程 々の事情で止むを得ず徴越 しになっていましたが,幸い 3年程前に,始めて本当の姿の病理と

い うものが現われて凍たのであ りますO (今迄各国で研究されてお ります)病玉里の埋論の中にも矛盾 した り,不明の

箇軒が非常に多 く蓮 されている｡それで,ここの病理部では全 く新 しい 白紙の状態に帰 り,成るべく多数の実物を捉

まえて,i:れを分析 して,一つの虞理を塙 らえようと苦れている事は誠に敬服t,て堪えない排でありますo

これで 7部門の功韻を第三者の立場から述べたつもりであ りますO勿論,私の知らないもつと大きな功精があると

思います.繰 り返 し申し上げますが,この研究所は,皆一致圃鮮 してやっているとい う事 と,非首に儀重L7:やってい

ち,その馬に此処の発表に裁て世人が全 く信用するとい う事は10年間ilT.於げろ最も総務的な大きな功琉であると,こ

の点は次 々としても喜んでお ります｡次の10周年,その次の10周年にもつと大きな功績が続 々現われる事を期待 して

私の話を終 ります｡

■研 究 と 学 問

差都 入学長 鳥 養 利 三 郎

結核研究所の創立10周年の盛大な祝賀式を峯行されまして,その席では,私は立場上,お枕か,御挨拶を致すべき

であると思いますo ところが,今度近藤所長の御税切によりまして,そ うゆう挨拶はもう少しよく上手にする人があ

るから,お前は講演の形に於いて,脱離に代わるものを,とゆ う事であ りましたので,仝 くの門外漢で,結核その他

の事は全 く分 りませんが,大学とか,研究所 とか,研究とゆう秩な事L/{ついて'少 々計 り雑談させて頂 く,とゆう事

i/T､して, 脱離に代えたい と思います｡

一人学とか研究所 とかゆう株なものは,-lt!二界令餌の,世界の何処の国の人でも,この間題に.就いては大体似た株な革

を考えるのであります ｡ヨーロッパへ行っても,アメl)カでも,日本でも,大体皆同じ萩t/7:やっているのでありまし

て,見落しを してい る,考え落･Lをしてい る,とゆう株な事はありません｡アメl)カ-行ってみたら,こうゆうLl本

i/{無い株な事をしている,とゆう革はないのです0人の思い附く事'人のする事ですか ら,骨同じ碇な事を考えてお

ります｡唯,口本の大学とアメl)カの大学 とで大きな祁達のある点,考え方で一つの根本的(:/て違っている点を強いて

求めますと,一つ大きな貴があります ｡それは日本の大学では学部 とゆうものを持っておって,文学部,法学部,医

学部,工学部,理学部とゆう級(/{夫々持ってお ります｡その分け方は,大体学問を基準はして,医学に関する祈死を

するものが医学部,文学をや り歴史や哲学を研究するのが文学部,法律をやるのが法学部,物理,数学,牝学,その

他サイェンスをやる軒は規学部,とゆう萩に分けているのが 日本のや り方ですが,アメ1)カではそ うゆう事は仝姓や

ってお りません｡全 く分け方が違 うのでありまして,この 『違 う』 とゆう事が入学,研究粁その他の構成と大きな関

連を持ってい る,こう思 うのであります｡兎角,日本の学者は偏狭であって'セクシヨナl)ズムだ,綜合的でない'外

国の学･B-はそ うゆう点がなくて綜合的であり,偏見的で1よい とい まゝすが,そ うゆ う事をいわれるもとに,学部の考

えの違いが原因をなしている,とゆう事がいえると思いますO然 らばアメl)カではどんな風に分けているか とゆうと

文学とか歴虹とか埋科とかゆう風な事は全く考えないで,職業_kよって分けているのであります｡文学部 とJ･-rti学部は

人体就職黄牡があって,止宿が芳しい もんだ,とゆ う事:はアメlJカもri.]じらしい｡その意味から文学部 と=_!t!_学部を--緒

LJC併せて何かと生活に苦 しい学部を作ってサイエンス ･アン ド･アーツといってい るO実際,文学部と粗学部はなく
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て･一つの ノン ･プロフエシヨナルな学部としてありますOそして･その ノン ･プロ7号シ 表ナルな学部の上に･プ

ロフエショナルな学部を足してい く,とゆうや り方であ ります｡従って職業が増えてu･,<と,それI/{感 じて学部も作

られてい く,といったわけであ ります｡法律が発達してい くと,それが一つのプロフエ潔Jt5'ヨン'職業 となるから,班

学部を作る｡医学が発達してくると,メデイカ/レ･デパー トメン tを作って医学部 とするOヱンヂエア1)ンデとゆう

職業が発展してくるから,その必要Z/{鷹 じて工学部とゆ うものを設ける｡ こうゆ う革t/{なるのであ ります｡プロフエ

シヨナルと,ノン ･プロフエシヨナルといっても,決 してアメl)カのサイエンス ･アンr･アーツとゆ うのは一般教

育をやる学部ではなく程度のもつと高い学部であ りまして,ノン ･プロフエシヨナJL,とゆ う点LJ7'tおいて一般教育をや

る学部と同じなので,それを一つの学部LJ{するとゆう事であ ります｡ この事はアメl)カの大学な り,研究所な りの根

本をな してい る,と思 うのであ ります ｡一つの学部を作る際l/引pま,一一般教育は必ずその基礎になってい るのでありま

す'Oェ学部,医学部,規学部等とゆう.のはまだい ゝのであ ります｡新 しい職業を増す庵L,{学部が殖えてくるので,新
聞学部 とゆ う棟なものが出て凍 るO体育学部 とゆうものが出て凍る.体育学部は医学部の外で,いわば,一つの医事

行政といったものをやる,とゆうのはこれは公衆衛生を研究するもので'脈をとらないから医学部IJ{入れなせ｡ こう

ゆう株L/7:職業によって作るとゆ う事になると,段 々殖示_ていき'大学l/T.よって学部の構成はノくいL/{違ってお ります0

日本の株に七学部,八学部 とゆう事ではないのであります｡職菜によって段 々殖えてゆく｡新聞学部を作るL/T.は,文

学部でも工学部でも,新聞L/{適する者がやればよい,と我 々は考えますが'アメlJカ人はそ うは考えないo新聞をや

るほは,印刷も,名宝鴬も,編集も,或いは立派な作文を作る人もt､るわけですが,それ等を全部出奔る人を養成する

名に,新聞学部を作る,とゆう風な考え方でありまして,職菜に鷹 じてどんどん作 る占従って,研究所方面を見まし

ても,字展Z/{関する研究所 とゆうものを見ますと,掌屈 とゆうものをやるだけには止まらず,あ りとあらゆる給合機

関を作る｡ 日本では,そ うゆうものは末だ進んでいない棟であ ります｡字虞 とゆ うものを囲む凡ゆる部門の綜合企割

を兎に角探 して集める,そ うゆう碇にして,進んでい くのであ ります0倍それに似た例を見ますと,例えば･先年衆ア
rL-

メ1)カの人達で以て,瀬戸内海の周辺と申しますか,そこの文イセの研究所を作って,それが岡山にあ りま した. これ

_なんかは,瀬戸内海とゆうものを一つのテーマとして,文牝も学問も一つに綜合した研究所を作る,とゆう風な考え

方でやるんで,日本ではそ うゆう考え方が極めて弱いOそれが今お話 ししました桂に,この17メ17カ人の考えておる

や り方は,大学L/{おいて学閥別L/T.一つ一つセクションを作っていって,それを綜合したものが一つの綜合大学だ,そ

うゆう風!/{は考えない｡散楽を基礎t/{して,それに関連 したものを凡て綜合的托くつ附けて,一つの部門を作ってい

るO要するに研究は切れつばしの集積では役に立たない｡ しっか りした一つの方法を立て ゝ,それを凡ての部門から

協 力し,補助して綜合的(/{やっていかなくては物にならない｡切 り端 しの寄せ集めでは物にならない,とゆ う考えが

非常に強いのでありまJoそれがアメ1)カの大学の学部の構成ははっきり現れておると,私はこう考えるのでありま

すOそこで近来 日本の新制大学では,一般教育とゆう事を尊重 してお医者 さんになろうが,ヱンヂこア一になろうが

基礎教育をするとゆう事を尊重 してお ります｡ これなんかも,涼倉的に物を考えるとゆう事から出ているのでありま

して,サ イヱンスに興味を持つ嘉一に一般教育を附け加わえるとゆう事はい らんものを強いてくっつけたととるのは当

然であります｡未森の頭からい うて,学問をするの托,一般教育をくっつけるのは何故かと考える肴があると思いま

す o これなんかも根本的の相違であ りまして,始めから綜倉的eJ{計霊的に数育するとゆう考え方から考えますと,一

般教育が,専門教育の基本L/7:ならなければならない とゆう事は当然であります.これが多 くの人 々には呑み込めなか

ったとゆうのは,根本的L/{以上の考えが,-一つ一つのセクションを綜ノ合Uたものが大学だとゆう考えが,豆削てあった

からだと思います｡根本的の例を申しますと,大学には=学部とゆうものがあるのであ りますが,もう一つの鉱山学

部 とゆうものを作ってマイニングに関す る凡てのものをやってい る｡そこまで,極端にアメ1)カ^は綜合的に物をや

っているOそこまで,極端にアメ1)カ人は綜合的托物を考える,その幕二束がこうゆう事t/{なったと思います ｡そ こで

この研究所 L/T.おきましても,大体同じ事がいえる｡アメ1)カの大学には,私寡聞l/{して詳細な事は存じませ んが,ア

メリカの大学は恐 らくFI本の大学程附属研究所は持っていない と思います｡持っていても,発根･申し上げ ました株に
Ai.祥研究所･とか或いはェヂプ t研究所 とかゆう凪な意味の研究所は沢山あるが,El本の研究所の枚な物粗 学 の 研究所

とか,波の研 究)3JT'とかゆう様な名を持った祈究)jrrを持つ大学はない と思います. 日本の入学は特殊研究所 を 沢 山持っ
た部瀬だと私 は思 うのでありますO といいますのは,綜合附置研究所のやるべき草に戯て,充分の検討が な さ れ てい

共が考えてい る放な研究所･が出来るとゆう事はどうも意妹が分らんとゆう革を申します｡ある大学などで は ,細 かい



研究所が沢LTjあ ります｡力学の研究所 とか,申出 ま .T]-い党学研･死所とゆう風L/I,---･教授が研究室で祈35t}LJLた らよい碇

な研究所-が多いのであ ります O こうゆう事は日本人のサイ1-ンスの考えLjJ.からは埋 日用貫あるのですが'研究所の使命

か ら見て,間違いであると思います｡年いに烹都大学では八つか七つの研究所を持ってお りますが,我 々の先輩が研

究所を作る際に,京都大学では研究所 とゆうものがどうしても綜合的むて基礎研究 と鷹価,これを在寮吉する使命を揮っ

たものでなければならない,従って,一学部だけでやるべき研究軒は作るべきではない,どうしても相互的に関係あ

る二,三の学部が共同してやるべき意味の研究所でなければならない｡そ うでなければ,大学附置研究所 としては意

味をなさないo~綜合的であるとゆう事を考えるべきである｡率いにして,我 々の先覚者がこの株l/{方針を決めて処捜

しました馬に,/諒=非人学の祈究所は凡てそ うゆう凪になってお りますO牝学祈究抑 ま牝学,ケ ミス t1)一に就て学部
に非常に似寄った研究をしてお りますが,その他木材研究所,光学汲研究所,轄核研究所 とゆう凧に,決 して切れつ

端 しの研究をするのではなく,綜合的な大きな問題を取扱ってお り,それが実際,狗:/7'_なる,活用される,磨用され
l'

る. こうゆう意味の研究JjFT-ならば,幾 らあっても差支えない｡アメリカでは,今 申しました炭に,学部 自体が綜合的

t,{なっていて,職業から出発 した綜合的なものであって,学部そのものがもう臣射てそ うゆう凪な制約を受けてい るの

で,附置飢死)liTr-は作る必要 もなければ発達もしていない｡然 し日本に就て見ますと,私は二京都大学の如 きや り方は班■

憩的ではないかと思 うのであ ります｡学部の分け方は矢張 りどうしても学問により,専門別に分けてい くべきだ とィ,-iJ

じてお ります｡従っ て,その学部は専門別L/{基碇研究に専念 し,基礎祈死を何処迄も専念 して進めて㌧:く,そ して今

度は,各学部,各研究所問の基礎研究の完成したものを持ち込んでそしてよく完成される迄続けてい く所の綜令嗣二三究

所を作る,とゆう棟に,韮都入学の研究軒はなってお ります.精核衝究斯なども,叉 これは色 々な部L削 て関連 してお

るのであ りまして,医学部だけでな く,他の学部にも関係が官業く,今申し上げました株な趣旨に反するものではない

と思います｡翻,アメT)カと日本 との違い,史に研究所に及んだ話はこれ位L,7'L致 しますが,私は車門がユ学部の方で

あ りまして,そのIhに裁て考えますると,日本では一つの欠点は,日本の学会な り支部会の一つの欠点は,大学その

他(/-'L於げろ基礎研究は相当に進んでお り決 して落算ではない,けれども,その研究された幕二朱が少しも役L/{立ってい

ない,これが 日本程,甚 しい国はない とゆう事がいえるのであ ります｡ これは基礎研究と磨fH牝 との間の橋が発って

いない,ブ 1)ッデが来っていない,とゆう事L/-=よるのであ りまして,この問題は極めて重要な問題であ り,簡単に解

決の 批来ない極めて難 しい問題であ りますが,この問題等でも物を綜 lT的に考えてい くとゆう事を,もう少ししっか

り進めますならば,一歩を進める事が出来ると思いますOアメ.)カのヂェネラ)i,･ヱレク t,).tyク ･カンパこイと ド

イツのジーヱムとゆう風な研究所を見た事があります｡これ等の研究所は,大体二本立になってお ります｡それは-1一

属に,磨用牝研究所 とゆうものがあります｡人体に於いてこの二本立で出凍てお ります｡ジェネラル ･ヱレクt1)ツ

ク ･カンパ-Jィでも;ジ イヱムでも,必ずこの麿用牝研究所 とゆうものが附いてお ります｡ この二つが捉携 して,研

究の成ノ栗を膝用牝 迄持ってい くとゆう株な事になっています｡ この関係は大学L/{裁いてい うな ら,学部と研究所 とは

そこ迄はい きませんが,人体学部と附置研究所 との閑･係が,ジT-ネラ7t,･ヱレクt1)ツク ･カンパニイやジーヱムの

関係 と近いものではないか と思います｡ これは嘉の北に申しました事を,或いはある点迄裏書きするものではないか

と思いまブ~｡

色 々申し上げ庇い事があるのでありますが,一つ二つ,これL/{関係の無い事を申しますと,アメl)カの大学は今申

しました枚IJて研究のIjJ-も相当しっか りとやってお りますが,その中でもう皆さんによく聞こえている研究を綜倉的に

やっている大学,コロンビアとか--バー ドとかゆう株な排が沢山あるのであります｡それ牛q)入学E,{戯いて私の見

ました所では,大学の碗究と申しますか,研二究とゆうよりも研究のバック,背景となるものとゆうか,露骨l/=ゆうと

研究架であ ります ｡ これ峠大学自体が出しているものは秘めて少ないのであ ります｡ と言って私は,研究架を出す事

をい うわけではありませんが,アメリカでは大学ri休の出している研究費は撞 く少ない ものであ りますOでは何処か

ら来るか とゆうと'非ノ糾て大きいのは委託研究,外部からくる委託研究であ りまして,団の陸海軍 とか,政府から凍

る較助であ ります｡ これが一一番人きい｡例えば'私の聞いた人きい記事では,-ンレ)i,ケア-ヤ入学では,大学か ら

山ているものは十方ポン ド,それL/{対して外から凍ているものは六百万か七百万ポン ドで,大学の出してい るものは

僅少であ りますが,外から来るものが多くある〔それには父オーガナイゼイシヨンが出来てお り,入学Tj体が一纏め

にして外部から集めてくるとゆう機関が出来てお ります｡委託研究の制度で あ りまして,その制度のでかいのが.Lt'.塞

てお り,それがJj-々 からかき集めて凍て,各教授の持っている.7{学院の御社テーマのしいから,適当はものl/(これをや
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るとゆう革で,これを以て研究 と教育の直椅であるとい ってお ります ｡大学の委託研究か らいってきたものを'そこ

で祈BjとするとI即 事t,{教育を電けてい るのだ,とゆ うわけでありましょう･｡例えばある輝関は官五十の金蛇 と約束 して

お りまして,そ して大学の研究費の大部分はそのフアンデイシヨンの援助を持ているのであ ります011本ではこうゆ
う事がい かゝ惑いか,色 々制度上の問題もあ りますが,アメ1)カではそ うゆ う風な事になってお ります○

最後に雑談として附け加え庇いのであ りますが,私がボス ナンL,7,L行った時に'ニューヨーク ･タイムスに出た記事

があるのであ ります｡それはイギ ')スがアメ1)カL/{向って,幾 らかの相当大きな金高の奨学費をアメl)カに寄附した

とゆう記事が出ていました｡ アメ1)カは,今 イギ l)スを経済的は援助 してお り,アメ1)カの金はどんどん イギ ')スに

･行って,イギ .)スで使われてい るのに,貧乏歯のイギ l)スがアメ1)カL,{相当莫大な額の奨学金を迷ってい るC,その意

味は,戦時 .-いイギ 1)ス人が餓死 しないで何とか命をつなげたのはアメ1)カのお蔭である,.政府は別 として,国民とし

ては何とか御恩返 しをしなければな らない,従ってイギ リス国民の名L/7:おいて,御 恩返 しをするのだ とゆう事が出て

お 9.ましたO国際間には様 々の複雑な政櫓問題があ りましょうが,人間として,前(/{受けた色 々な援助に対してこれ

に代わる何等かの形において御恩返 しをするのだ, とゆ う意味の事であ りま した｡ こうゆうめが英米 とか,その他

フランス ･ドイツ等欧米の考え方 らしい｡桝が それが 日本人には極めて欺けてお り,持っておるもめか らは取った ら
●

よかろうといった考え-jJ･であ ります｡だか ら,こうゆ う研究には金が宴るか ら,といって直ぐL,{寄附をねだる,恩返

しの方の事は考えないで,-直ぐ寄附を求めるとゆう事がかな り行なわれる｡ ロックフェラーが凍ると直ぐにおねだ り

をする,世話l/7:なった時の事を考えて,後で何等かの形で御 恩返 しをする,とゆ う意味の事は極めて少い とゆう感 じ

がするのであります｡そ うゆう意味の御恩返 しとゆう事は殊更考えな くても宜 しいが,そ うゆう場合には必ず文化的

な問題を起す,とゆう事になる｡文化的な問題L,{非射 て重点を置 く｡だか ら御恩返 しをするLJ{は,奨学金17:寄附する

とゆう綴な考 えをイギ l)スが しているとゆう例を見た時に,私は非常にその感じを探 く致 したのであ りますOそ うゆ

う意味か ら申しましても,特にお面Lをするとか,御恩返 しをするとかゆう事を考えな くとも,兎に角研究所 とか入学

とかゆう,丈イとに携ってい るものは当然研究上の成果を考える｡ これが人海に対する非常に大きな奉仕!,{なるのであ

ります｡おねだ りをしな くてもひとりでに出奔てくるのであ ります｡ 日本の大学な り研究所な V)が,研究の成果を虞

く海外に知 らせる,とゆう事は今私が新開の記事か ら思い出した事か ら関連 しても,非常に重要な事だと考えます｡
3

報恩 とゆ う;畠':味で以て,もう少し自信を以て'誇 りを以て,船遊せ られる萩に期待 して私の話を終 ります｡ 7こらん事

を申上げましたが,以上をもちまして私の御挨拶に代えたい と思います｡

混 合 戚 染 に よる峯 洞 治 療 法 の研 究

辻 周 介 (箪5部)

算 1章 :先ず本析究のirfi諭的根拠に就いて簡断 て述べるO節1に混合感染の意義に就いてであるC,-Lら凍 肺肝核の混

合感染は'悪いth-のみが余 りL/T一弘調されすぎて雑たのではないか とい う気がする｡た しかに醇虜病寵に甘合感染がお

ごると,発熱序痛等の烈 しい症状を起 して瓜=肴の-一般欺態に悪影響を輿える場合の多い ことは事実である｡例えば悪

性腹症の場合を取上げても,屡 々経験するところである｡併 し之は急性牝膿性炎症に揮 う一時的な現象であって,鮎

に椅核病魔に起ったか ら悪性であるとは言えないのである｡悪性膿癌のj:易合などでは,この麓 な混合 感染を起 して山

潰 した痩孔は,然 らざる場合に比 してス トレプ トマイシン療法eJ{敏感であり.桁療 日数が/斉しく兜縮することを,最近

慈大の片山数投が証明してい る｡即ち混合感染によって結核病魔の Reiniguugが促進せられたことが病気の実在過L/{真

影饗を輿えたと云 うLHJきであろう｡之 と同株な事実は,肺鯖核の場合にも見出ざれるのである｡例えば,初期の肺結核

ylbl洞は,厚ん､乾酪暦を内田に被 り,帯核蘭も甚だ r'laSSenhafti/{見出されるのであるが,之に混合感殊が起ると,肉

芽 ib-は著し(清浄′化され,肺核蘭も僅少となることが病規学的に認められている｡

この碇に混合感染 とい うものは,時には悪 く作用して病魔や空洞の拡人を凍す場合もあるが,父 兄-];I/:よっては空

洞の清浄化が促進せ られて,･治癒磯韓を促進 した と考え られる場合もあるのであるC,,競'_つて混合感染の種類によって

は'控洞の破壊拡大を来すことな く,内山の清浄′化のみを促進せ しめる枝な場合も吋能ではないか と考える｡

一方空洞の混合感染 とい うことは,全体に於て昔か ら言われている程頻繁 (,{起るものかどうかが又疑問である｡病


